
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 22 事業№ 46 34

事務事業名 教員指導力向上事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始 終了
H28担当課等名 学校教育課 H28係等名 学務係 H27係等名 学務係

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 22 義務教育の充実

目
的

対象（誰・何を） 市内小中学校教職員

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

教職員数（H２７／５／１現在） 807
意図（どういう状態
にするか）

教科研究等の資質向上の取り組み・情報交換が行える

向上させたい上位施
策の成果指標

市内児童生徒の基礎学力の水準

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

資質向上・情報交換が行うことができた教職員の割合
（％）

100 100 100 -

定性
目標

事
業
概
要

１　わかりやすい授業を行うため、必要な教師用教科書、指導書の配布を行う。
　　平成28年度は、中学校教科書が改訂になるため、主に中学校教師に教科書・指導書の配布を行う。
２　教職員の自主的研究を行う下伊那教育会に対して負担金を交付し教職員の資質向上のための教科研究等の活動を支援する。
３　指導力向上のため、豊橋市、浜松市との教員交流を行う。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

１　小学校教師用教科書・指導書の配布
２　飯田下伊那地域に勤務する教職員で組織される下伊那教育会の
　　教科研究活動等に負担金を交付し、情報の共有・指導力の向上を
　　図る。
３　豊橋市、浜松市等において教員派遣研修の実施

１　教師用教科書・指導書配布数
２　活動を行う委員会等の数

３　研修に参加する教員の人数

１　　6,350冊
２　  17委員会

３　   4人

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 2,884 33,521 33,249 31,285

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 2,884 33,521 33,249 31,285

人件費計（千円）② 72 72

正規職員所要時間 20 20

臨時職員所要時間

総事業費①+② 2,956 33,521 33,321 31,285

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

下伊那教育会の委員会活動の他、教師用教科書及び指導書の購入を行い、教員の指導に寄与することができた。

改革改善
の考え方

①問題
点

・教科書の改訂ごとに多額の予算が必要となる。
・今後デジタル指導書・教材などが出てくることが予想されるので、どのように活用していくか。

②改革
提案

・デジタル教科書・教材の活用については、校長会主導委員会　ＩＣＴ活用ワーキンググループで検討する。
・教職員の指導力向上のための研修会等の充実については、校長会主導委員会　教職員研修推進委員会で検討す
る。


